
あると思われる。

（接記　禾調査後ヅ本所に於て施行した数個所の精査の

結果，本報告中訂正されるべき諸点が判明しているが・こ

エにはこれらの訂正を行つていない。昭和25年12月〉

（本丈中の附図は全部省略す）
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　　　　　　Aomori　Prefec釦re．

　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　Isamu　ShimiZU

　↑heauth・rh3dt盤ech哉ncetρsurveythe
geology　of　Tsubai　Co11iery　in　Iwadate　Coal

Field，Aomor五Prefectur¢for　about3week
by　courtesy　of　Mr．S。Tada，the　owner　of

the　colhery．in　June1950．

　 The　coal　seams　in　t赴is丘eld　belong　to

the　Oir3se　fo㎜ation（altemation　of　excee・

dingly　tufaceous　conglomerate　and　tufaceous

、s＆ndstone）which　overlies　uncomformαbly

grapodiorite．　The　geo16gical　age　of　t＃is

fomation　is　the　lower　Miocene．The　coa1

氷

be3ring　formεしtion　is　about20meters　in　thick・

ness，and　this　formatio口is　mainiy　compos・
ed　of　b1αck　shale　and　hard　mud6tone．This

fOrmation　contains　coal　seams　of　O』7nf，0，5

m，α3mand　O。45m　in　eachTthicゆess　in

descending　ordeL　These　coal　seams　have

few　and　thin　partings　and　the　uppe㎜ost
Qne　of　these　seams　contains　a　bed　of．cannel

coa1（22c血in　thickness）．

　　The　coal　has　a　b1訊cldsh　lustre　and　weak

coking‘properties，and　it　belongs　to　D2　ac・

cording　to　the　coa1母assi章cation　by　CEAC，

Acalorificvalueofthiscoα1inpurecoal
bεしs五s　is　about8，350Cal．

　　These　coal　se3ms　have　gener母trends　of

：N－S　and　NW－SE　and　dip15Q　to220to　E

and　NE．　The　coal　beaしrillg　fo㎜ation　is

separated　by］N’E》tren（玉ing　faults・　Outcrops，

著燃料部
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勇芙

。fthec。alaretraced906metersin－1eng甑
　The　coal　reserves　of　t五is　colliety　is　about

200，000t・ns・fpr・ved・neand1・900，000t・盤』

of　probable　one．

　It　is　most　nec6ssary　for　the　exploitati6n

of　this　colliery　to　build　u夢a　ropeway　at

丘rst，becausethiscollieryissitUa‡ed．abOut

515metersabovesealevelandlqc＆tedabout

8ki1・metersapartfr・mOmag・s独i5ta聯
of　Gon6Line．
　Acknowledgement：　Ib　this　survey　t飴

authOr　was　given　the　chance　to　use　tHe

a三rophotograph　by　courtesy　of　U。S　Army

＆Geographical　Survey　of　Japan，and’the

Mission　Number　of　the　photogr翫ph　is＆s

follo寅s：

　　　　Mission1019，No．25－No．28．

　　　　　　　　　1．要　　旨

　昭和25年6月18日から1週間，青森縣西津軽郡岩崎
　　　　ツバイ
村にある津梅炭鉱地内の地質状況を鉱業権者多田沢藏氏

の申請にまる受託調査を行つた。こ珊こその結果を申請

者の同意を得て報告する。炭暦は基盤の花醐閃緑岩を不

整合に覆つた新第三紀暦（追良瀬層）中のもので，蝦層

の厚さは20mあつて，全暦殆んど黒色泥岩文は頁岩か

らなり，炭丈35cm，70cm，45cm，80cmの4炭麿を

挾有する◎石炭は黒色塊淡で，純淡カロリ〆82350℃a1．

の弱粘結性炭（D2級）である。爽表層の上盤は凝友質の

砂岩又は礫岩からなり極めて堅硬で，坑道の保持は良妊

であろうQ叉淡層は顯著な挾みが殆んどないのが目立づ

ている。炭層はN300Wの走向で・東に150巧至270

傾斜し，地層は北東乃至南北方向の断暦で切られて愛断

層の東側が西側に対して南へずれた構造を形作つてい

るc，確認した露頭の延長は900mであるが，その間の

炭丈の満長は少い。

　今回の地質調査は綜尺1：20・000の航峯写県引伸図を

使用して，調査資料探取位置はすべて現地刺針によつて
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位置を確認するとともに，写眞による地形到読を併用し

て，断暦の把握に努めた◎こ』に写眞を貸與して下さρ

た米軍の好意に感謝するとともに使用した写眞の番号を

附記する。MIU19，：No。25｛・：Nα28．未だ大縮尺の地

形図参出来ていないので，詳細な炭量計算は出来ない

が，確認ぎれた露頭のうち炭丈45cm，70cm，80cm

の3層のみについて，坑口水準を600mとし水準下300

m
．

迄を計算範囲とすれば理論塊蔵淡量は約190万tで

あるo
　この炭鉱は大闘越駅から直踵離8k砥標高畢5mに
位し，極めて交通不便な場所にあるので，稼行に際しゼ

は大間越まで索道を敷設する事が必要である。現在山小

屋のある1号露頭と2号露頭≧の聞の面積90，000m2

の台地は事業地として利用できるであろう。未だ露頭の

調査は進行レていないが・現在肇見されている5号露頭

の南にも，航塞写眞の到読によつて爽炭暦の分布位置が

予想されるので，詳細な露頭剥ぎ調査を行つて，炭量を

確認することが急務であろう。’

　　　2。謂査地城，調査離編成，期間等

　炭田名　岩館炭田津梅炭砿地区

　調査精度概査

　調査者清水　勇
期．聞自昭和25年6月16日飼至伺年6月26日

　　　野外調査日数　6日間
　炭鉱所在地　青森縣西津軽郡岩崎村

鉱業権者　多田　沢藏

鉱区番号　青森試掘登録番号5336号，548S号

　　　　　〃　　〃　　5壬70号，5722号

　　　　　3・位置及び交通
　調査地は奥羽本線り東能代駅から日本海岸に滑つで走

る五能線の大聞越駅の東方8k颯の位置に，南北に延び

た山稜白紳岳の西麓をなして，標高凡そ500颯の位置

・に津梅茨鉱の炭暦が敵見される。淡鉱現場に至る道路は・

大間越から津梅川に沿つて延長4kn1の林用手押軌道が

あり，軌道の終る所から炭鉱現場迄は延々8kmに亘る

親瞑の小径だけである。この山道は至る所に危険な箇所

があるので，人の往来が辛じて黍きる程度である。

　　　　　　4．地　形
　この四近の地形は肚年期の地貌を…呈1し，谷幅は挾く山

頂は鏡い峰をなす。花歯岩分布地域は傘を孚開きに，した

ような軍調な地形をなしているが，水成岩分布地域はケ

スタ地形をなし，叉各処に高さ10mに及ぶ懸崖をつく

つているo

　　　　　　・5．地質概読
　1）　基盤及び第三紳層

　この爽炭暦は八木次男博士によρて命名された津軽西

部地区の追良瀬暦の1部に当り，地質時代は男鹿孚島の

台島暦に対比されるQ第三紀層は基盤岩である花嵩閃繰

岩を不整合に被つてその東側に分布し東方に傾斜し凝茨

質を幣びている。第三紀暦の暦序を示せば実表の通りで

ある。即ち上位から

　（c）凝友質砂岩礫岩互暦

　（b）爽炭層
　（a）凝次角礫岩暦

　　　不整合
　　　花嵩閃緑岩

　2）　凝次角礫岩層

　本層は硬質無厨理の暗緑色凝衣角礫岩で，礫の主なも

のば塞盤をなす花崩閃緑岩及び紫赤色の風化色を呈する

安山岩である◎この地暦は上位程次第に細粒となり，

（b）の爽炭暦に移化する。基盤をなしている花崩閃緑岩

の西側に当る大間越駅附近では，凝次角礫岩と花崩閃緑

・岩とは断暦で接している◎大間越附近の凝友角礫岩はそ　　　・

の分布も広く岩相も大戸瀬附近の凝荻角礫岩と全く同一

であり，その分布も大戸渥恥ら蓮続しているので大戸瀬

暦に対比される。岩崎村大間越から同村内の新湯附近ま

での聞はその凝友角礫岩暦の上位に炭層が挾在して，津

梅炭鉱地内の層序と類似しているが，大間越の炭暦と津

梅羨鉱の炭厨とが同厨位のものであるかどうかについて

は疑念があるため，津梅炭鉱地内の凝友角礫岩厨が大戸

瀬暦に対見されるべきものであるかどうかについては更

ヱ調査が進行してから決められると思う◎　　　　　．

　3）來炭層

　爽衰暦は厚さ20m前後で主として黒色泥岩からなり「

炭暦を挾む。今その層序を示すと次表の通りになる6淡

、暦の上位にある特殊な頁岩は炭暦邉跡の鍵厨となる。こ

の頁岩は著しく層理が発達していて一見紙を重ね合せた

ような外観を呈するので俗に千枚頁岩と呼ばれる◎

荘賦図 厚さC柵 岩　相 層序
o　　　O　　　Q

　　　奪．早． 凝灰質砂岩

砥岩互層

：畠．乎

”o　町σ　”　o
o　岬σ　”ρ叩

400 干枚頁岩

來炭層
1，000

堅硬黒色泥岩
と炭層の互層

奪馨三 600
軟質日色泥岩
細粒砂岩臨ビー，，

血ri　ム　“

　　　　，r畦　益　｝ゆ
ム　　　　ぼ督　　凸

角舐凝灰岩

第　　　2　　　圖

4）　凝友質砂岩礫岩互層

淡青色乃至白色の風化色を呈すう歪般に極めて凝友質
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第1一圖　津梅炭膿地質圖
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の砂岩及び礫岩の互層からなり，礫岩の膠結物も叉凝友

質砂岩であるQ下位から上位へ礫岩，砂岩，砂質泥岩暦

、の順に重なる小洗積輪廻を繰り返す極めて厚い地暦で・

調査地域内で認められる厚さは350m以上に蓮するQ．

　5）火山岩類
　この地域には凝次質砂岩礫岩互暦を貫いて噴出した安

山岩及び珍岩が分布する。

　（イ）安山岩　白紳岳の南方5kmの標高886・4mの

三角点の東方L5k魚の地点には安山岩の噴出渉あろ。

こり安山岩は石基が次白色で斑晶の長石が長さ2cmに

及ぶ極めて特徴のある安山岩である。円錐形の地貌と附

近の礫岩暦の礫の中に安山岩片を含まない事からみて水

成岩を貫いて噴出したものと，思われる。

　（口）動岩　前に述べた標高S86．4mの三角点とその

北方2・7kmの地点にある標高899・6mの三角点のほ
黛中聞庭当る追良瀬川本洗の上流には，俗称黒滝の名を

庵つて鄭られた約151nの懸崖をなして黒色の珍岩が露

出するoこの粉岩は断暦にそつて噴出したものと観察さ

れる0

　　　　　　　6．地質構造
　調査地域内の追良瀬暦はほ黛南北乃至北300西の走向

で東へ200乃至』450傾斜する。この地暦は南北乃至北

300東方向の断暦によつて切られ，・断暦仁よる地塊の移’

動方伺は断暦の東側が西側に対して南へ移動しているo

断暦の傾斜は確認できなかつたが，断暦附近の地層の引

きづりの観察から考えると急傾斜の断暦であろうと思わ

れる。これらの断層の主なものをあげると家の通りであ

るo・

　（イ）　1号坑ノ沢の断層（推定断暦）

　（ロ）　2号坑より津梅川に滑う断層（確認断暦）

　、（・ノ）3号坑ノ沢の断暦（確認断暦）

　（ハ）・三角点を過る断暦（推定断層）

　’（二）　追良瀬本洗，沢の断暦幣（推定断層）

　これらの断暦によつて挾まれた地域毎にその地質構造

を詳述しようo

　〔A地区〕　（イ）断暦と（冒）断暦の中聞地区

　この地区は北にピウチした小さな向斜構造をなして

いる。地層の傾斜は15。乃至270で，・1号坑は向熱構造

の西翼，2号露頭はその東翼に当る。

　〔B地区〕　（ロ）断居と（ロ1）断暦の中間地区

　この地区は走向北300西で北東に220傾斜して，地暦

の走向傾斜は最も安定しているoこの地域は（ロノ）断暦

によつて深ケ先が落ちているが，ごの（派生）断暦の落差

は北方に大で，南方に小となり5号露頭附近では落差が

なくなるようにみえる。

　〔c地印（ハ）断暦と（・ノ）断暦の中間地区

聞　一は　比騨轡魯

い傾斜を爪すことがある。

礫岩暦の傾斜は頁岩の傾斜に塊較して100乃至150急傾

斜をなす事が多いので，ここの炭暦の傾斜も30。以下の

ものであろうと思われる0

　　　　　　　8・炭　輩
　純炭カロリー8，350Cal，水分5％，次分5％乃至25

％の弱粘結性1歴青淡で，淡田探査審議会（CEAC）の分

類によるD2級の石炭である事が，管原技嘗の報告にょ
』
つ
て
明 かにされているo

　露頭から探取した石炭は黒色の塊炭で極めて堅い。輝

炭暗淡の互暦する組織をもつた石淡では暦面に直角な割

れ目が入つていて，風化すると砕け易いQ5号露頭の下

暦から産出ずる炭層は撫順炭鉱の「カバリ」に相当する

石炭で駒色の脂肪光沢を呈し，堅硬緻密均質で彫刻材料

となる0

　　　　　　　9．炭＼量
　今回の調査は縮尺1：20，000の航塞写眞を使用して調

査したため，未だ大縮尺の地形図も整つていない。精密

　（ハ）断層の西側の地域をC地区として区別したo．この

地域は走向北＄0。西で北東に37。傾斜しているo

　〔D地区〕　（二）断暦と（ハ）断暦の中間地区

　ここでは未だ炭暦の露頭は確認きれていないが，写眞

の到読から來炭隆の分布が予想される地区である。

　〔更に南の地区〕　』

　（上）断層帯及びそれより以南は地厨の擾乱がはげしい

ようである。前述したようにこの地区には火山岩類の噴

出もみられ，淡暦の露頭も確認する事は困難であろうQ

　　　　　　　7．臼炭層概要

　この地域の炭層露頭は地質図に記した1号から5号蓬

発見されている◎これらの炭暦露頭の石炭にいつては，

平石淡局管原技官の採取した資料について工業技術磨燃

料研究所の行つた分析値がある。今回の地質調査では航

塞写眞を利用できたため，從来比較的不正確な位置しか

わからなかつたこれらの露頭の関係位置を明確に捕える

事ができ，現地の地質暦序と相まつて別図のような淡暦

め対比を行つた。現在確認しでいる炭層の露頭は極めて

、小地域にすぎないが，その山丈炭丈の変化は比較的少い

から，5号露頭以南にも，炭層があまり厚さを変えずに

連続分布するものと考えられるので，・その方面の露頭調

査を進める必要があろうo

　　　　　　　　　　 津梅炭鑛毒　四　五
淡層の山丈・淡丈・炭暦の暦
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な淡量を計算するのは露頭が充分に掘り・出された後，地

形図を整えてから行う事がよいと考えるので，今回の報

告では炭量についてはふれないo㌦

　　　　　　10．意　見
現在炭暦の露頭の南端は5号の位置であるが，5号以

南にも断層のため南西にずれて炭層が賦存する可能性が

ある。推定露頭位置は地質図にも示して置いたが，これ

らの露頭を確認する事が急務であろうo（昭和25年6月

調査）
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青森縣天間林磁気探鉱
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早　川　正　巳梼

Magnetie　Survey童n　Tenmab翫y捷sh3

　Dist艶五ct，Ao釦、or亘Prefeet鞭e。

by』

Masami　Hayakawa

　Magnetic5urvey　was　perfomed　atTen・
mabayashi　Mine，Aomori　Prefecture　in1944．

Aτemarkab16iron　sand　body　extending　over

north　and　south　was　discovered，after　mea・

suring　both．horizontal　and　vertical　compo・

nents．The　schematic負gure　of　magnet三c
anomalies　is　seen　inl　Fig．1．

調査地……青森縣上北郡天間林村

時期・……・昭和19年5月2日から同月31日まで

対象及び方法……磁鉄鉱，磁気探鉱

調査地は同村底田を中心とし，南は奥羽種馬牧場の北

から，北は栗ノ木沢に至る約4k∬1の聞の山麓一帯を占

める地域で，東お本線乙供駅から約10km，七戸からは

8kmのところである0

　　　　　1・地形・地質・鑛床
調査地域一帯は奥弱山脈の北端八甲田山塊東北方の山

麓地帯で，附近は概ね季坦・所謂高原性幼年期の檬相を

呈し，．高山はなく，比高501nから100mの聞であるo

西部山麓から東に向いゆるやかな傾斜をなしている。

〔鉱山附近を構成する地質〕西部山地は安山岩及び集

塊岩よりなり，東に向い第三紀層（この中に砂鉄が含ま

れている）が概ね沢に露出し，その上を洪積沖積暦が被

つているo

〔鉱床〕底田以南と以北の二つから成立つている。前

者を第1，後者を第2区域と名附けでおく。何れも沈積

性鉱床で，第三紀暦中にはさまれ，第一医域は地殻変動

＊物理探鑛部

地質調査所月報第2巻第2號

により略々垂直（稽々東方に傾斜）に，第2区域は地殻変

動は受けず，略々水平に洗積された模様で，第1区域の

鉱床は沢の部分に現われた露頭及び坑道内に現われた露

頭により，見ることができ，第2区域の鉱床は絶壁にあ

らわれた切断面及び処々にあらわれた露頭により見るこ

とが出来巻。鉱床の走向は第1区球は略々南北である。

鉱脈は第1区域における最大の部分の幅は5m内外（相

当深部まで）で，第2区域においては2m内外である。

鉱石は主として磁鉄鉱よりなつている。

　　　　　2．磁氣探鑛探査目的
第1区域の南北連続状態及び第1区域より第2区域へ

の連接関係が何うなっているかとい5ことは，極めて重

要な問題であるにも拘らず，表土によ堕厚く被われてい

るため，地表調査は頗る困難を感ずる。こ瓦に於て筆者

は磁気探鉱を実施して鉱床賦存の可能性ある地点を求め

ようとした。

　　　　　　3．探査方法
使用した器械はアスカニア製シュミット型上下，水平

両磁力計で，「ガンマ』迄読みうる。

全体の走向が南北に蓮ることから考えて，南北に各

20加おきに東西の測線を幾つもとり，（測線の長さ雫均

200m）その上に約20箇の測定、点をおいた。第2区域の

北端水季砂鉄暦の部分（絶壁露頭）では，叉別の考慮をは

らつたo

　　　　　　屋．測定成果
以上の檬にして測定して得た結果を第1図に示す。こ

れを見ると，先ず非常に綺麗に南北に異常が連続し｛い

ることが分る（鉛直，水季両威分共）。第1区域において

は特に明かである。

稼行の結果この連続異常地域は有望な砂鉄鉱床である

ことカ§分つた0

　　　　　　5。理論的考察
以上の結果を糠討する爲に，少し許り理論的考察を試

みたo

仮りに今，地球の誘導磁場のみによるものとし，
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